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オンプレミス環境の
整理・統合で
30％の効率化を実現

きめ細かなヒアリングで、

将来を見据えたインフラ構築をサポート

ITインフラ構築／運用支援

オンプレミスインフラ構築支援
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オ ン プ レ ミ ス 環 境 に あ る サ ー バ ー や デ ー タ 、 シ ス テ ム の 管 理 に 頭

を 悩 ま せ て い る と い う 話 を よ く 伺 い ま す 。

で は 社 内 の I T イ ン フ ラ を ク ラ ウ ド 化 す れ ば 、 こ れ ら の 課 題 は 解 決

す る の で し ょ う か 。 な か に は 、 容 易 に ク ラ ウ ド 化 で き な い 環 境 も

あ り ま す 。 実 は ク ラ ウ ド 化 だ け で な く 、 オ ン プ レ ミ ス 環 境 で リ

ソ ー ス の 保 有 コ ス ト と 運 用 負 担 を 下 げ な が ら 、 パ フ ォ ー マ ン ス の

向 上 を 実 現 す る 選 択 肢 が あ り ま す 。

そ こ で 、 テ ク バ ン の 丁 寧 な ヒ ア リ ン グ と 提 案 に よ り 、 ハ ー ド ウ ェ

ア や ソ フ ト ウ ェ ア が 多 く 、 運 用 負 荷 が 非 常 に 高 か っ た I T イ ン フ ラ

を 整 理 、 統 合 。 シ ス テ ム の 拡 張 性 を 高 め 、 運 用 管 理 の 効 率 化 と コ

ス ト ダ ウ ン に 導 い た 企 業 事 例 を ご 紹 介 し ま す 。
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運用保守負担が増えるオンプレミス環境
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